
地域包括ケアを支える

地域密多機能病院としての在宅療養支援
病院と「包括期病院」の必要性
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鈴木邦彦先生

20世紀は「病院の時代」であったが21世紀は「地域の時代」であり今はその転換期にある。

病院には高度急性期大病院と地域包括ケアを支える地域密着型中小病院の二つの軸が必要であ
り、後者には在宅療養支援病院がふさわしく、「包括期病院」として健院すなわち地域共生多
機能多職種協働拠点を目指すことが求められる。地域としては日常生活圏域、在宅医療圏、
「かかりつけ医機能医療圏(仮称)」を包含した人口2万人ぐらいからの市町村単位の「基本医療
介護提供圏域（仮称）」が望ましい。
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